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ふ化放流の効果を高めるためには野生魚の保全が重要だった： 

野生魚は放流魚の回帰率を改善する 
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研究の背景・目的 
1. さけます類のふ化放流という行為は、生物をその一

生の少なくとも一部において飼育環境下で繁殖・飼育

するという広義の「飼育下繁殖」に含まれます。こう

した飼育下繁殖は、保全や生物資源管理の観点から世

界中の多くの種で行われてきました。 
2. 一方で、日本ではあまり認識されていないものの、

世界では飼育環境への適応や近交弱勢（近親交配によ

る弊害）の影響によって、野外における適応度（≒次

世代に残す子孫の数の期待値）の低下が広く懸念され

ています。この問題の解決策として、飼育下繁殖個体

群に野生個体群の遺伝子を導入することが提案され

てきましたが、この手法がどのような効果をもたらす

か不明でした。 
3. 本研究では、水産研究・教育機構が実施したサケと

サクラマスの長期標識放流データを用いて、ふ化放流

に用いる野生魚の割合がふ化放流個体群の野外にお

ける生存率に及ぼす影響を評価しました（図1）。 
 

研究成果 
1. 研究の結果、両種において、ふ化放流に用いる野生

魚の割合が高いほど、ふ化放流で生まれた子の野外に

おける生存率が高いことがわかりました（図2）。 
 つまり、野生魚がふ化放流事業の親魚に加わることに

よって、放流された稚魚の回帰率が向上していました。

さらに、サケではふ化放流に用いる野生魚の割合を

20%から40%にできれば、ふ化放流で生まれた子の野

外における生存率は1.9倍にもなることがわかりまし

た（図2）。 
 

 

図1. 研究データを取得した北海道の8河川。丸印は

サケ、四角印はサクラマスの調査河川を示します

（プロット点の色は河川に対応）。 
図2. ふ化放流の親魚に用いる野生魚の割合と野外の

生存率の関係。プロット点の色は、図1の河川に対応

します。黒線は回帰曲線、グレーの網掛けは95%信頼

区間を示します。 
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アウトカム 
1. これまで、野生魚を適切に保全することで、稚魚の

大幅な増加や親魚不足のリスク低減につながるなど、

多くのメリットがあるということが明らかにされてき

ました。今回の研究では、これまでの知見に加えて、

野生魚がふ化放流事業の親魚に加わることによって、

ふ化放流で生産された稚魚の回帰率向上にも貢献する

ことを明らかにしました。 
2. 今回の知見を用いることで、現在深刻な不漁に直面

しているサケ資源の回復と安定的な利用を実現できる

可能性があります。 
3. そのためには、自然産卵親魚を取り残す管理方策や

ふ化放流に使用しない親魚の河川への再放流など、自

然産卵で生まれる野生魚を保全する取組を早急に実現

することが必要です。 
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